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◇助教授

鶴子，助手

☆講

山辺武郎，技術員

　妹尾

演☆

高井信治，技官　斎藤田

　　　　　　　　　学「イオン豪換膜におけるグルタミ

ン酸の透過性」日本薬学大会，札幌にて（1961．7．20）

◇教授（併任）末岡清市「ヨーロッパにおける工業教育

について」電気工学関係教官研究集会（1961．8．5）

◇助教授　小瀬輝次「新しいレンズ検査法」応用物理学

会光学懇話会第1回サマーセミナー，長野県精密工業試

験場にて（1961．8．19）

◇助教授　久保慶三郎「地下鉄道における騒音と振動の

一特性」第11回応用力学連合講演会（1961．8．30）

☆寄 稿☆

◇助教授　　山辺武郎，　助手　妹尾　学“Ion－exchange

Behavior　of　Acidic　and　Basic　Amino　Acids”Bull．

Chem．　Soc，　Japan．34，1021～6（1961．7）

◇助教授　山辺武郎，助手　妹尾　学“Aggregation　of

Ion－exchange　Resin　Particles”Bull，　Chem．　Soc．　Japan．

34，　1002～6．　（1q＿　61．7）

◇教授　久保田　広“lnterference　Color”Progress　of

Optics（光学に関する年刊の総合報告書）1，（1961）

☆学位取得☆

◇第1部　小瀬輝次助教授は「写真レンズのレスポンス

函数測定法の研究」により工学博士の学位を取得した。

（1961．7。27）

☆海外渡航状況☆

◇第1部教授（併任）末岡清市は，ヨーロッパ諸国およ

びソ連邦における理工系教育事情視察のため5月24日出

発，約2カ月間各大学訪問の後，7月27日帰国した．

◇第4部　高橋武雄教授は，モントリオールにおいて開

催の，純正ならびに応用化学国際連合会議と，国際化学

会議に出席および同会議に関連する応用化学研究上の諸

問題について米国における連絡協議等のため，アメリカ

カナダに向け7月16日出発した．帰国は9月10日の予

定である，

◇第2部　大島康次郎助教授は，ブタペストにおいて開

催の国際計測会議に，日本学術会議自動制御研究連絡委

員会委員として出席のため，6月21日出発し，8月9

日帰国した．

◇第2部　橘　藤雄教授は8月23日より10月5日にわた

る間第2回国際伝熱学会，原子炉伝熱に関する討論会

に出席し，同時に原子力研究施設を視察するためアメリ

カ・イギリス・フランス各国に出張した．

◇第4部　菊池真一教授は，騒際写真化学シンポジウム

に出席し，また写真化学研究上の諸問題についての連絡

協議のため，9月2日より10月25日までイギリス・ベ

ルギー・スイス・西ドイツ・チェコスロバキア・フラン

ス・オランダ・イタリア・オーストラリア・中華民国へ

出張の予定である．
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